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※国土地理院GSI Mapsより算出。※第2次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート。

　　　市街地エリア
3つの鉄道駅を中心とした周辺地域に、良好な市街地の形成と都市機能の誘
導を推進するエリア。このエリアに居住誘導を図るとともに都市機能を集
約することで、利便性や行政効率の高いエリアを作ることを目指している。
特に黒磯駅、西那須野駅を中心としたエリアでは、国道沿いを中心にさま
ざまな民間施設が立ち並んでいる。西那須野駅周辺は平成17～26年度、黒
磯駅周辺は平成26～30年度に都市再生整備事業により再整備を実施。

　　　山間・観光エリア
緩急ある山岳地帯で形成され、那珂川や箒川の源流など、貴重
な水源地帯を有するエリア。本市西部の山岳地帯を、山間・観
光エリアとして位置付け、豊かな自然環境の保全に努めている。
国立公園、自然環境保全地域、保安林などにも指定されており、
塩原（写真左）や板室などの温泉観光地では、それらの豊かな自
然環境を背景とした土地活用が進んでいる。

　　　フロンティアエリア
西那須野塩原インターチェンジ、黒磯
板室インターチェンジを中心とする地
域をフロンティアエリアとして位置づ
け、立地特性を最大限生かすことがで
きる工業生産、物流機能などの新たな
都市機能を段階的かつ計画的に誘導。
これまで、西那須野地区の各工業団地
や、最近では那須高林産業団地への企
業誘致などが進められてきた。

国土利用計画那須塩原市
計画の土地利用構想図

は生活拠点

　　　　　　農業・集落エリア農業・集落エリア
本市の特色ある産業の一つである農業を支え、また、
那須野が原ならではの景観・環境を形成するエリア。
農業産出額全国10位、生乳産出額全国2位である本
市の農業を支える重要なエリアでもあり、昔ながら
の景観や集落生活の環境が受け継がれています。人

自然

那須塩原市は住みやすい
と感じていますか。

市民2,000人に聞きました。Q.
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